
国
・
県
の
援
助
増
は
住
民
負

担
増
に
な
る
？

前
回
の
記
事
で
、
国
や
県
の

援
助
を
増
や
す
と
書
き
ま
し
た

が
、
国
や
県
の

お
金
は
税
金
で
、

結
局
住
民
負
担

に
変
わ
り
は
な

い
の
で
は
、
の

意
見
が
あ
り
ま

す
。
確
か
に
援

助
を
増
や
し
た

分
、
国
税
や
県

税
を
増
や
し
た

ら
そ
う
な
り
ま

す
が
、
無
駄
な

支
出
を
削
っ
て

援
助
に
回
せ
ば

負
担
は
増
え
ま

せ
ん
。
又
は
援

助
を
増
や
し
た
分
、
大
企
業
や

大
金
持
ち
の
税
負
担
を
増
や
せ

ば
、
住
民
負
担
は
増
え
ま
せ
ん
。

国
や
県
の
財
政
で
は
そ
れ
が
で

き
ま
す
。

能
登･

七
尾
市
の
断
水
に
学
ぶ

先
の
震
災
で
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
石
川
県
七
尾
市
は
、
使
っ

て
い
る
水
道
水
の
約
半
分
の
量

が
１
２
０
㎞
離
れ
た
浄
水
場
か

ら
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
長

い
水
道
管
は
各
所
で
壊
れ
、
復

旧
し
た
の
は
約
1
ヶ
月
後
の
１

月
２
９
日
で
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
水
道
管
の
総
延
長
距
離
が

長
す
ぎ
る
た
め
に
起
こ
っ
た
復

旧
の
遅
れ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

浄
水
場
統
廃
合
の
危
険
性

現
在
、
国
や
香
川
県
の
広
域

水
道
企
業
団
が
進
め
て
い
る
浄

水
場
の
統
廃
合
は
、
単
純
な
図

で
示
す
と
、
今
ま
で
の
ル
ー
ト

（
Ｓ
→
Ａ
→
Ｈ
）
が
、
Ｓ
→
Ｂ

→
Ｈ
に
代
わ
り
、
水
道
管
が
長

く
な
る

こ
と
に

繋
が
り

ま
す
。

前
項

で
も
述

べ
た
通

り
、
浄

水
場
統

廃
合
は
、
①
水
道
管
の
総
延
長

が
長
く
な
り
管
の
被
災
箇
所
が

増
え
ま
す
。
又
、
②
浄
水
場
の

数
が
減
り
、
一
つ
の
浄
水
場
の

災
害
規
模
が
大
き
く
な
る
と
同

時
に
、
カ
バ
ー
で
き
る
浄
水
場

が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

統
廃
合
を
推
進
し
て
合
理
化
」

だ
と
謳
う
ま
え
に
、
災
害
対
策

で
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
こ
と
を

充
分
考
慮
す
べ
き
で
す
。

白
川
予
定
候
補

の
ブ
ロ
グ
を
下

記
か
ら
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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日
本
に
、
香
川
に

戦
火
を
呼
び
込
む

日
本
に
関
係
の
な
い
戦
争
で

自
衛
隊
が
集
団
的
自
衛
権
と
し

て
「
反
撃
能
力
」
を
行
使
す
れ

ば
、
当
然
日
本
が
相
手
国
か
ら

攻
撃
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
実
、
昨
年
二
月
の
国
会
で
浜

田
防
衛
相
（
当
時
）
は
「
（
日

本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
し

た
場
合
）
我
が
国
に
大
規
模
な

被
害
が
生
じ
る
可
能
性
も
完
全

に
否
定
で
き
な
い
」
と
答
弁
し

て
い
ま
す
。
国
土
が
戦
場
に
な

る
こ
と
を
想
定
し
て
、
防
衛
戦

略
で
は
「
有
事
に
お
い
て
十
分

な
継
戦
能
力
（
戦
争
を
継
続
す

る
能
力
）
の
確
保
・
維
持
を
図

る
」
と
し
て

自

衛

隊

の

「
主
要
司
令

部
等
の
地
下

化
や
構
造
強

化
」
「
各
施

設
の
強
靭
化
」
を
あ
げ
、
整
備

計
画
で
は
こ
れ
ら
の
施
設
に

「
核
・
生
物
・
化
学
兵
器
…
に

対
す
る
防
護
性
能
を
付

与
」
と
ま
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
自
衛
隊
施
設

だ
け
強
靭
化
し
て
も
、

そ
の
周
囲
の
市
街
地
は

無
防
備
で
す
。
「
軍
隊

は
住
民
を
守
ら
な
い
」

と
い
う
本
質
が
現
れ
て

い
ま
す
。

安
保
戦
略
に
は
、
「
有
事
も

念
頭
に
置
い
た
我
が
国
国
内
で

の
対
応
能
力
の
強
化
」
と
い
う

項
目
で
、
「
我
が
国
に
直
接
脅

威
が
及
ん
だ
場
合
も
念
頭
に
、

…
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
に
よ

る
国
民
保
護
へ
の
対
応
、
平
素

の
訓
練
有
事
の
際
の
展
開
等
を

目
的
と
し
た
円
滑
な
利
用
・
配

備
の
た
め
、
自
衛
隊
・
海
上
保

安
庁
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
空

港
・
港
湾
等
の
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
機
能
を
強
化
す
る
」

と
あ
り
今
回
の
高
松
港
の
軍
港

化
の
動
き
は
こ
れ
に
基
づ
く
も

の
で
す
。
「
有
事
の
際
の
展
開
」

と
あ
る
よ
う
に
、

戦
争
に
な
っ
た
場

合
に
高
松
港
を
拠

点
に
自
衛
隊
が
展

開
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
う
な

れ
ば
当
然
相
手
国

か
ら
の
攻
撃
目
標

に
な
り
ま
す
。
高
松
の
町
が
戦

火
に
包
ま
れ
る
計
画
な
ど
絶
対

に
許
せ
ま
せ
ん
。

「
特
定
利

用
港
湾
」
の
指
定
に
は
港
の
管

理
者
で
あ
る
香
川
県
の
同
意
が

必
要
で
す
。
県
が
同
意
し
な
い

よ
う
、
県
民
世
論
で
包
囲
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

香川の水道の話①
いのちの水を守る会 香川

世話人 堀井ゆずる

日
本
を｢

戦
争
国
家｣

に
す
る

安
保
３
文
書

そ
の
２

９
条
の
会
・
か
が
わ
事
務
局

一度ご覧下さい。
お知り合いにもお
勧め下さい。
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神
戸
学
院
大
学
の
上
脇
博
之

教
授
が
22
年
11
月
に
高
松
地
検

に
告
発
を
し
た
、
香
川
の
平
井

卓
也
衆
議
院
議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー

券
不
正
容
疑
を
紹
介
す
る
。

概
要
は
、
20
年
３
月
に
開
催

す
る
と
し
た
政
治
パ
ー
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
で
、
平
井
氏
の
政
治

資
金
団
体
が
と
あ
る
企
業
に
、

１
枚
２
万
円
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券

を
10
枚
、
計
20
万
円
分
の
購
入

依
頼
を
し
て
お
き
な
が
ら
、
参

加
枠
は
３
名
の
み
と
し
た
。
し

か
も
、
平
井
議
員
側
は
開
催
を

二
度
も
延
期
し
た
が
、
当
該
企

業
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
人
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
検
は
嫌
疑
不
十
分
で
23
年

10
月
に
不
起
訴
と
し
た
が
、
上

脇
氏
は
検
察
審
査
会
に
審
査
を

申
し
立
て
た
。

不
参
加
の
人
数
分
の
金
額

（
最
終
は
10
名
の
20
万
円
）
は

パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
で
な
く
事
実

上
の
寄
付
で
あ
る
。
寄
付
の
処

理
を
し
な
い
と
虚
偽
の
記
載
で

違
法
だ
が
、
事
実
上
の
寄
付

（
５
万
円
以
上
は
企
業
名
公
表
）

で
あ
る
の
に
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券

の
名
目
（
20
万
円
以
下
は
非
公

表
）
と
し
て
、
企
業
名
が
公
表

さ
れ
ず
に
、
平
井
氏
側
の
収
支

報
告
書
に
は
寄
付
の
記
載
は
な

い
。
こ
れ
は
経
理
上
、
正
式
な

入
金
記
録
を
記
載
し
て
い
な
い

と
い
う
裏
金
の
疑
惑
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
疑
惑
は
氷
山
の

一
角
だ
。
自
民
党
の
金
権
腐
敗

の
利
権
中
心
政
治
を
一
掃
し
、

ク
リ
ー
ン
な
政
治
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
、
企

業
・
団
体
に
よ
る
寄
付
を
禁
止

し
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
収

入
も
寄
付
と
み
な
す
こ
と
で
、

パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
も
禁
じ
る
、

企
業
・
団
体
献
金
全
面
禁
止
法

案
と
政
党
助
成
法
廃
止
法
案
を

提
出
し
た
。

【
参
考
資
料
】
前
衛
23
年
５
月

号
特
集
、
議
会
制
民
主
主
義

を
掘
り
崩
し
続
け
る
「
政
治

と
カ
ネ
」
問
題

私
の
小
学
生
時
代
、
学
校
給

食
が
あ
り
ま
し
た
。
主
食
は
パ

ン
で
し
た
。
な
ぜ
大
好
き
な
ご

は
ん
で
な
い
の
か
誰
も
答
え
て

は
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人

に
な
り
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
戦

略
だ
っ
た
と
知
っ
た
と
き
、
怒

り
が
湧
き
ま
し
た
。
「
米
を
食

べ
れ
ば
バ
カ
に
な
る
」
と
い
う

宣
伝
文
句
も
思
い
出
し
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
日
本
人
の
胃
袋
を
米

か
ら
小
麦
に
変
え
る
こ
と
を
公

然
と
う
た
い
、
こ
れ
を
農
林
省
、

厚
生
省
な
ど
が
全
面
的
に
協
力

し
ま
し
た
。
戦
後
ア
メ
リ
カ
は

日
本
に
余
剰
農
産
物
を
無
料
提

供
し
、
日
本
政
府
は
そ
れ
を
売

却
し
再
軍
備
資
金
に
し
ま
し
た
。

小
麦
や
バ
タ
ー
な
ど
の
輸
入
は
、

日
本
の

【
４
面
に
つ
づ
く
】

香
川
の
自
民
党
金
権
腐
敗

平
井
卓
也
衆
議
院
議
員
の
場
合

高
松
市
の
竜
雲
支
部
の
「
女

性
の
つ
ど
い
」
に
呼
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
女
性
の
入
党
者

を
迎
え
大
喜
び
で
す
。
大
会
決

定
で
示
さ
れ
た
「
人
間
の
自
由
」

を
大
切
に
す
る
未
来
社
会
論
に

共
感
し
て
の
入
党
で
す
。
ま
た
、

1
月
に
開
い
た
つ
ど
い
で
話
を

聞
い
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
、

の
ち
に
各
地
で
入
党
の
呼
び
か

け
を
行
う
と
、
次
々
と
入
党
を

決
意
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
立
て
た
目
標
を
や
り
抜
く
党

に
」
な
る
た
め
の
、
ま
ず
一
歩

の
月
に
し
て
い
き
ま
す
。

高
知
県
議
団
が
主
催
し
た

「
特
定
重
要
拠
点
問
題
学
習
会
」

に
参
加
。
岸
田
政
権
は
「
安
保

３
文
書
」
に
基
づ
き
、
全
国
40

も
の
空
港
や
港
湾
を
「
特
定
重

要
拠
点
」
に
指
定
し
、
平
時
か

ら
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
使

用
で
き
る
よ
う
滑
走
路
や
岸
壁

の
強
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

香
川
県
で
は
高
松
港
が
検
討

対
象
で
す
。
県
は
来
年
度
予
算

で
、
高
松
港
を
５
万
ト
ン
バ
ー

ス
か
ら
11
万
ト
ン
に
変
え
る
た

め
の
第
一
次
予
算
４
２
０
０
万

円
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
い
っ

た
い
全
体
で
い
く
ら
か
か
る
の

か
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
予
算
を
国
が
「
肩
代

わ
り
」
し
て
く
れ
る
な
ら
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
潮
も

あ
り
ま
す
。
現
に
21
日
の
香
川

県
議
会
代
表
質
問
で
自
民
党
の

県
議
は
「
高
松
港
の
整
備
も
期

待
で
き
る
」
「
安
全
保
障
に
資

す
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り

…
大
い
に
賛
同
す
べ
き
も
の
で

あ
る
」
と
知
事
の
所
見
を
問
う

て
い
ま
す
。

「
安
保
３
文
書
」
を
元
に
し

て
進
め
ら
れ
る
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
軍
用
化
は
、
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
で
進
め
ら
れ
る
日
本
の
軍

事
化
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の
本

質
を
広
く
知
ら
せ
、
国
民
的
な

大
運
動
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
な
け

れ
ば
！

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
国
政
対
策
委
員
長

白
川
よ
う
子

《
団
体
紹
介
》

農
民
運
動
香
川
県
連
合
会


